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金田工業株式会社

冷間鍛造新製法による電動化自動車向けはすば歯車製作

軸付きはすば歯車

次世代自動車（EVなど）で需要拡大が見込まれる「軸付はす
ば歯車」について、従来の歯切製法から、プレスと回転機構を
組み合わせた冷間鍛造での新製造方法を開発した。強度と材料
歩留りの向上、製造する加工時間短縮を実現して、軽量化やコ
ンパクト化、価格競争力向上に寄与する。自動車に使用される
高モジュール（2.0以上）、高ねじれ角度（30度以上）を鍛造
加工できる方法は他になく、金田工業独自の技術となる。

自動車市場は、HEV、EVの電動化が加速していくと予想され
ている。この電動化において求められる自動車の駆動系のニー
ズは、高強度、静粛化、コンパクト化である。本件の新技術は、
そのニーズにマッチするものである。



榎本工業株式会社

セル生産方式を基本とした加工機・各種自動機に適合可能な周辺装置の
事業化

ＣＶＮ５００（小型マシニングセンタ）

小物部品の小ロット生産需要に対応する操作が容易かつコンパクトで自
動化対応が可能な超小型工作機械で容易に自動化を実現できます。主な特
徴としては、①主軸容量は加工内容に応じて容量の選択が可能、②ライン
内に設備本体を搭載可能、③狭小面積でレイアウトが可能で作業者との接
近性が良い④小型機の為ライン全体の省エネ化・省資源化に繋がる⑤人と
環境に優しい工作機械で自動化ラインの構築が可能です。

小型工作機械の自動化を考えた場合、可能な限りユーザーに手間をかけ
させないパッケージ提案をする必要があります。自動化対応として①作業
者の多様性も考慮した設備、②設置のレイアウト変更が容易、③スペー
ス・資源の有効活用、④セル生産型の小規模サイズ設備が可能です。



株式会社システム・クレノロジー

「経鼻、経頭蓋、経外耳内視鏡手術」に使用する内視鏡固定時の

ズレ1mm以内の内視鏡用ホルダの開発

脳神経外科用固定器「SARM X」

1. 軽い操作で固定時にズレの発生を防ぐ機構。
「クロスローラベアリング」と「電磁ブレーキ」の関節構造で、

「クロスローラベアリングの剛性を活かし、医師の操作による移動
時のブレを抑える構造とし、電磁ブレーキの調整で、固定時の振動
を抑え、スムーズな操作性と応答性の高い固定器を実現した。
また、ガススプリングの反力によって内視鏡の重さを医師に感じ

させないよう関節の駆動をサポート。
2. 内視鏡取付部の自在な微調整機構。
ボールジョイントを関節機構と同様に電磁ブレーキによって固定

し、先端の内視鏡の重量を支え、固定時にブレなく固定でき、ボー
ルジョイントの特性を活かした自在な微調整機構を実現した。

1. 執刀医が、両手で治療可能にすることによって、治療の質と安
全性を高め、治療・手術時間の短縮を実現することができる。

2. 保険適用が拡大されたことにより「内視鏡下脳腫瘍治療」の増
加に対応可能。



株式会社はままつメディカルソリューションズ

医用画像表示装置の開発

画像表示装置（仮名）

当社で製造販売している立体外視鏡と開発中の立
体内視鏡に共通して使用することができる1カメラ2
光路方式の画像データを、医療用ディスプレイにて
偏光眼鏡を使用し3D画像、もしくは片側の2D画像と
して表示できる画像変換機能を有した画像表示装置
をFPGAを用いて開発。

手術中、助手、看護師も術者と同じ3D画像を見る
ことができる。また、記録用の片側2D画像も出力す
ることで、より多くの関係者が情報を共有すること
ができる。



株式会社しずロボ

骨精密加工を目的とした神経外科用ロボットの遠隔操作
機構の開発

骨加工補助ロボットシステム

患者および手術器具の位置情報をリアルタイムに画像表
示しながら、手術計画に従ってロボットアームが手術器具
を骨の加工位置まで動かし固定化することで術者を支援す
る。今回開発した内視鏡型ハブティクスデバイスは、遠隔
地からロボットアームをより正確、スムーズに操作できる
点に優れた性能がある。

遠隔手術システム市場は急成長しており、2025年、その
規模は1兆3000億円を超えると予測されている。内視鏡把持
タイプ、ロボット操作タイプがあり、当社の開発製品は両
方に対応する。手術の精度向上だけでなく、医療従事者の
負担軽減にも繋がる。遠隔手術の普及により地域格差の解
消が期待される。地球からロボットを操作して、宇宙で手
術を行う研究にも着手予定である。



S-Bridges株式会社

植物の細胞壁を効率的に破壊する装置の開発

植物に含まれる未活用成分を全て有効活用するためのシ
ステム

本技術であるCell Breaker(セルブレイクシステム)では、
植物原料を効率よくバラバラにすることで細胞内の有効成
分を安定な形で抽出できる。茶葉に含まれる有効成分は従
来20%程しか抽出できなかったが本技術を用いて100%の利
用が可能になる。

本技術はあらゆる作物に対しての応用が可能であり、社
会問題になっている廃棄物の問題を大幅に改善できるだけ
でなく、廃棄物からタンパク質パウダー、サプリメント、
代替プラスチック、バイオエタノールを作り出すことでき
る。



GREEN OFFSHORE株式会社

センサシステムと連動したスマート灌水システムの構築

GO SWITCH

• 一から開発したクラウドネイティブなリモートコントローラー「GO
SWITCH」

• GO SWITCHを設置し、スマートフォンにてクラウドサービスと連携
することで、ハウス内の状況を確認することが可能で、必要に応じ
て灌水の制御を行うことができる。

• スマート農業を行う場合の導入費用は高額となる傾向があるが、本
製品は、導入コストを抑え「割に合う」スマート農業を実現できる。

• 既存設備を外部制御するスマート化も可能。

• 国内の施設園芸に販売を開始。また露地栽培向け等の生産者向けに
販売を広げる予定

• 既存のハウス設備メーカー機器のスマート化を進められる
• 愛知県のプロジェクト「あいち農業イノベーションプロジェクト」
にも採択済



愛管株式会社

デジタルツイン技術を活用した農業リノベーション事業

アグリビムコネクト

「アグリコネクト」は、遊休施設を農業や養殖向けに活
用する提案と、配管施工を得意とするサービスである。お
客様の施設を活用した新しい事業の可能性をご提案し、水
や空調設備などの設計・施工をワンストップでサポート。
農業や養殖の専門シミュレーションは協力会社と連携する
ことで、最適な解決策を提供する。施設の新たな価値を引
き出し、持続可能な未来を実現する。

遊休施設を農業や養殖に活用する市場は、SDGsや食の安
全性向上への関心の高まりを背景に拡大している。持続可
能な事業モデルとして注目され、地域活性化や収益向上に
も貢献。特に人口減少地域では新たな事業機会として期待
され、将来性のある分野。



アンヴァール株式会社

新型小水力発電システムの開発

現在、小水力（マイクロ）水力発電の開発を手掛けている。
より多くの現場に対応するためには少量・低落差でも発電す
るシステムの開発が必須であった。そこで、従来よりも低落
差で発電が可能な新型水車ランナーを導入したシステムを試
作した。

再生可能エネルギー導入をさらに進めるために太陽光・風
力に続く方式として小水力発電が注目されている。まだ開発
されていない適地や工場、ビルなどへの設置が進む。



株式会社テイデック

電子ペーパー技術を用いたペーパーレス化製品の開発

便利紙

電子ペーパーが持つ、書き換え時以外は電力を消費しない
特性を最大限に活かしたバッテリーレスのデジタル表示端末
で、書き換え機を端末外に用意し、有線通信にする事で端末
自体にバッテリー搭載の必要性を無くし、通信する情報の漏
洩もない非常に安全性の高い製品。

アプリケーションも非常に直感的に使用できるシンプルな
作りになっており、何よりも端末自体の重さが13.3inchで
335 gと非常に軽量になっている。

“紙で行っている事を電子化したい”要望を限りなく紙に近い
形で実現(バッテリーレス・軽量)している為、市場性・将来性と
もに無くなる事は殆ど考えられない。
価格が高いのがネックではあるが、将来的に電子ペーパーパネル
価格が下がる事に期待。



株式会社ＫＳ－ＮＥＴ

大石測器株式会社

カテーテルチューブの偏肉測定は、カテーテルの端
部の径（外径・内径）を測定し、その厚み変化を「偏
肉」として検査する。

世界のカテーテル市場規模は、2022年の308億米ドル、2027年には425億米ドルに成長
1ドル＝131円で換算 2022年4兆円 2027年5兆5千億円 CAGR 7.7%＜年平均成長率＞
カテーテル検査装置規模が不明ですが、生産額比率の0.5％ 200億円を見込む
この内、シェア8％として、16億円／年（160台）を見込む。

光技術を使った透明カテーテルの偏肉検査装置の開発



株式会社カタナコーポレーション

車載向けリアルタイム圧縮システムの非可逆圧縮対応

車載向けリアルタイム圧縮システム CVC Lossy IP

次世代自動車において必要不可欠な電子ミラーや周囲監視モ
ニタにおいて、カメラからモニタまで遅延なく実用的な画質で
伝送できるシステムを開発した。
本技術は、自動運転の開発に伴い蓄積される膨大な走行デー

タをリアルタイムで圧縮・保存することも可能で、これにより
ストレージコストの削減や遠隔拠点への伝送時間の短縮が実現
し、開発コストの削減にも大きく貢献する。

電子ミラーや周囲監視モニタは今後の自動車において必須とな
る機能であり、これらの機能の高画質化に伴うコストアップを抑
制する手段として大きな市場があると考える。



DeepBrain合同会社

AIを活用したケアプラン作成支援ITツールの開発

Spatz AI:ケアマネジメント・ケアプラン作成支援サービス

この製品は、AI技術を活用して介護支援専門員の業務を支援す
るITツールである。音声認識AIが介護利用者との面談会議の内容
をテキスト化し、要約を提供することで、メモ作成の負担を軽減
する。
また、生成AIを使って、課題分析やケアプランの文章を自動で

作成できるため、特に時間がかかるケアプラン第2表の作成がス
ムーズになる。これにより、業務の効率化とケアプランの質の向
上が期待できる。

この製品は、高齢化社会でケアマネージャーの業務負担を軽減
する革新的なツールである。音声認識AIと生成AIを組み合わせ、
ケアプラン作成を効率化することで、ニーズが高まっている。今
後、介護現場での需要はさらに拡大し、大きな市場成長が期待さ
れる。



株式会社クロスデバイス

VR技術を用いた、小型地震シミュレーション装置

「パーソナル地震再現シミュレータ」の製品開発

パーソナル地震再現VRシミュレーター VRS-100

任意の場所を指定することで、その地盤で起こり
うる地震の揺れをVR技術でヘッドマウントディスプ
レイ上にCGで再現するとともに振動装置で揺れを再
現するシミュレーター

大学の研究機関、ハウスメーカーの地震シミュ
レータは、１台数千万円〜数億円と大変高価で、ま
た可動式タイプの起震車も２千万前後のため、一部
の自治体にしか導入されていないのが現状である。
このパーソナル地震再現VRシミュレーターは、

小型・廉価で多くの自治体への導入を計画している。



株式会社アールテック

3Dレーザスキャナを用いた建築リノベーションの
合理化

3Dレーザスキャナを用いた3D形状収集データにも
とづくモデリングを行うとともにデジタルツインに
よる各種シミュレーションを実現するプラット
フォームを提供するものである。
建設分野におけるデジタルデータにもとづく3Dモ

デリング技術の活用を図るために、計測点群・画像
データにもとづく3Dモデリング技術の活用でのモデ
ル生成技術や3Dプリンタ造形技術の適用を実現する。

一般的な建設分野での活用のみならず、自治体機
関や文化財建築関連企業などでの3Dデータの利活用
を推進し、BIMなどとの連携を含むデジタルツインに
よる各種シミュレーションや3Dモデルにもとづくデ
ジタルアーカイブを構築することが期待される。


